実施要領別紙１

令和　年度需要対応型いちご生産体制強化支援事業実施計画書（実績報告書）

１　事業実施主体
	事業担当者名及び連絡先

	団体名
	

	役職・氏名（フリガナ）
	

	所属（部署名）
	

	所在地
	〒


	電話番号
	
	FAX
	

	E-mail
	

	経理担当者名及び連絡先

	役職・氏名（フリガナ）
	（　　　　　　）

	電話番号
	
	FAX
	

	E-mail
	


※当該団体の組織及び運営に関する規約を添付すること。

２　事業の目的
（１）現状及び課題







（２）事業の目的（事業実施により、課題をどのように解決するか）







３　事業計画（実績）
	本事業で整備する機器名
	

	整備計画（実績）
	1 本事業で導入する装置等の受益面積　　　　　　　　　　
　　　　　　　　       (a)
2 いちご作付面積に対する導入割合
　　　　　　　　       (%)


	施設等の所在地
	


※設置する施設の地図、施設内部の装置配置図等を添付すること。

	[bookmark: OLE_LINK1]年度
	いちご
作付面積
(a)
	

	
	
	うち受益
面積(A)
(a)
	10a当たり
収量(B)
（kg/10a）
	10a当たり
販売額(C)
(円/10a)
	kg当たり
販売単価
（円/kg）
	総販売額
(A×C/10)（円）

	補助事業年度の前年度
(導入前)
（　　 年度）
	
	
	
	
	
	

	補助事業年度
１年目（　　 年度）
	
（　　　）
	
（　　　）
	
（　　　）
	
（　　　）
	
（　　　）
	
（　　　）

	補助事業の翌年度
２年目（　　 年度）
	
（　　　）
	
（　　　）
	
（　　　）
	
（　　　）
	
（　　　）
	
（　　　）

	補助事業の翌々年度
３年目（　　 年度）
	
（　　　）
	
（　　　）
	
（　　　）
	
（　　　）
	
（　　　）
	
（　　　）

	増加率
	
（　　　）
	
（　　　）
	
（　　　）
	
（　　　）
	
（　　　）
	
（　　　）

	補助事業の前年度（導入前）から翌々年度（３年目）にかけての総販売額の増加額（円）
	
（　　　）

	機器導入により期待される効果（10％以上の増加達成のための根拠について記載）








※受益面積は、事業により導入する機器等により受益する対象品目の作付面積を記入すること。
※ 増加率は、補助事業の前年度（導入前）と比較して補助事業の翌々年度（３年目）の増加率を記入すること。（作付面積、１０a当たり収量、販売額のいずれかでおおむね１０％以上の増加が見込まれることが要件）
※ 各項目は２段書きとし、上段に実績値、下段に括弧書きで計画値を記載すること。
※ 事業実施により期待される成果には、総販売額の増加額（３年目のみ）及び期待される効果（輸出、業務用、市場出荷拡大）等を記載すること。

※　10a当たり収量、10a当たり販売額、kg当たり販売単価は原則受益面積について記載すること。記載が困難な場合は、機器導入により期待される効果欄に理由を記載すること。
４　事業費の内容及び経費の配分
	機器名
（型番）
	事業に要
する（又は要した）経費
①＋②＋③
	負　担　区　分
	耐用年数
（年）

	
	
	県補助金
①
	事業実施
主体②
	その他③
（　　）
	

	

	    　　  円

（税抜）


（税込）

	      　円



※県補助金は税抜額の1/2とし、千円以下切り捨て
	    　　円




	  　　　円




	





	合　　計
	※税込総事業費を記入
	
	
	
	


※各経費の内訳の明細を添付すること。

　※耐用年数は減価償却資産の耐用年数等に関する省令（昭和四十年大蔵省令第十五号）等を参照すること。

５　事業着手（予定）年月日　　　　令和　　年　　月　　日
事業完了（予定）年月日        令和　　年　　月　　日
　※事業完了は設置後、支払い完了を示す。

６　添付書類等
（1） 見積書（２社以上）
（2） カタログ等
（3） 装置設置図面・配置図
（4） 前年の出荷実績等販売状況がわかる書類
（5） 当該団体の組織及び運営に関する規約
（6） その他知事が必要と認めるもの


